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「構造改革のための経済社会計画　一活力ある経済・安心できるく

らし－」について

平成7年12月1日

閣　議　決　定

政府は、別冊「構造改革のための経済社会計画　一活力ある経済・安心できる

くらし－」を平成、7年度から平成12年度までの期間における経済運営の指針とす

ることを決定する。

内外の諸情勢の変化に弾力的に対応するとともに、本計画の実効性ある推進を

図るため、毎年、内外の諸情勢、施策の実施状況及びその後の政策運営の在り方

についての検討を行い、その席巣を政策運営に反映させるものとする。
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